
  　2018年のシリーズ最終戦は鈴鹿サーキット。例年86レースは富士スピードウェイで2大会開催されるが、
今年は富士が 1戦となり初戦に続き最終戦が鈴鹿サーキットで開催され 2大会開催となった。松井孝允
86レースデビュー戦となった初戦は予選６位となり手応えを感じたものの、決勝では他車からの接触など
もあり 16位に沈んでしまい非常に悔やまれるレース結果であった。
26日（金）の専有走行のタイムは 2’ 31.510 で 18 番手。0.5 秒の間に 10 台近くの車両がひしめく熾烈なタ
イム争いとなった。そして迎えた 27日（土）。今回は予選・決勝がこの日に行われるワンデーレースだった
こともあり、予選は早い時間に行われる。朝方の雨の影響で路面がまだ濡れており、さらに天候が一気に回
復したことで路面状況を把握することが非常に難しくなってしまっていた。それが大きな落とし穴だった。
予選結果はまさかの 28位。アタック中の黄旗による減速もあったが、コース路面が予想以上に乾いていな
かったことでタイヤが温まりきらずタイムが伸びなかった。決勝ではスタート直後に前を走る車両の動きに
翻弄されさらに順位を落としてしまう。その後も前後車両との激しいバトルが終盤まで続いていくが、松井
はなんとか順位を取戻し 28番手でチェッカーを受けた。（その後他車のペナルティによるタイム加算により、
最終順位としては 27位）
鈴鹿では春に続き悔しい結果となってしまった。ただ今シーズンを振り返ると着実にチームは成長できてい
る。残すレースは富士 6時間耐久。86は昨年優勝を勝ち取っているが今年も厳しい戦いになりそうだ。
熱くそして長い 6時間の死闘の舞台、富士。2018 最後の闘いが私たちを待ち受けている。

≫NEXT
GOODYEAR Vitz ＆ 86/BRZ Dream Cup 2018
                       6 時間耐久 in 富士スピードウェイ

レース参戦レポート
大会名称 TOYOTA GAZOO Racing  86/BRZ Race

開催日程 2018.10.27

参加車両 ＃123　NETZ TOYAMA Racing 86
場　　所 鈴鹿サーキット

プロフェッショナルシリーズ Rd.8

予選順位 28 位（2’ 33.086）
参加台数 37台

決勝順位 27位

ドライバー 松井 孝允
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